２０１３年４月６日　インド大使館　バガヴァッド・ギーター
・読み：第8章1～10節

・勉強：第3章6,34,8,20,22,23,24,35節
ここしばらくは、バガヴァッド・ギーター第3章について説明しています。
アルジュナの質問は、シュリ・クリシュナがギャーナ・ヨーガを称賛したかと思えば、次にはカルマ・ヨーガを勧めるので自分は迷ってしまう。いったいどちらのヨーガを実践すべきか、ということです。
シュリ・クリシュナの答えはギャーナ・ヨーガ、カルマ・ヨーガどちらも素晴らしいが、ギャーナ・ヨーガのための準備が整っていないうちは、まずはカルマ・ヨーガを実践して欲望や執着をなくし心を清め、それからギャーナ・ヨーガの実践に進むべきだ、ということでした。
一般の人は肉体意識、心意識が強く、その状態のままでギャーナ・ヨーガを実践しようと思っても、ただの見せかけになってしまいます。

カルマ・ヨーガはそれ自体でも悟るための道なのですが、ギャーナ・ヨーガを実践したい人達にとっての準備段階とも言えます。

ところで、カルマとカルマ・ヨーガは違います。

普通の人はカルマをしていても、カルマ・ヨーガを実践しているとは限りません。
一般の人のなかでも有能で、真面目に集中して仕事をこなす人達がいます。

このような人をサンスクリット語で、カルミー(Karmi)と呼びます。

私が日本に来て間もなく、日本に長期滞在しているインド人と話す機会がありました。
彼は勤勉な日本人を評して、「日本人は皆カルマ・ヨーギだ」と言いましたが、私は「それは違います」と答えました。

例外はありますが、このような人達はカルミーではあっても、カルマ・ヨーギではありません。

カルミーとカルマ・ヨーギを区別する基準はなんでしょうか？
カルマをした後ストレス、苦しみ、悲しみがなく、穏やかで、安らかで、幸せで、知識に満ちた状態であるなら、その人はカルマ・ヨーギであると言えます。

考えてみてください、日本の皆さんはカルマ・ヨーギでしょうか？

カルマの後ストレスはないでしょうか？　幸せで安らかですか？

多くの場合はカルマの後、疲れていてストレスでいっぱいであり、それが普通です。

カルマの結果束縛がなくなり、悟ったでしょうか？

ほとんどの皆さんは、カルマ・ヨーギではなくカルミーです。

カルミー以外に別の種類の人がいます。

怠けて集中せず、自分のカルマを行わないタマス的な人達です。

カルミーにはラジャスの要素があり、もちろんこれらのタマス的な人達よりは高いレベルにあります。

今は少し変わりましたが、かつてのインドの人達の多くはタマス的であり、それに比べると欧米人や日本人はラジャス的です。

ラジャスの次の段階はサットワであり悟りに近づくので、タマスよりはよいのです。

どのようにカルマを行ってカルマ・ヨーギになるか、バガヴァッド・ギーターにたくさんヒントがあります。

普通のカルマの結果、ストレスや軋轢、摩擦が生じます。嫉妬、自惚れ、怒りも生まれます。

このようなカルマではカルマ・ヨーギにはなれません。

どのような態度でカルマを行えばカルマ・ヨーガと言えるのか、前回説明しました。

1 仕事は神からの授かりもの

2 仕事のための能力も神からの授かりもの

3 仕事は神を喜ばせるために行うもの

4 仕事をしながらも時々神のことを考える

5 仕事の結果がどうなるかは神に委ねる

6 仕事の結果は神に捧げる

7 手に入れたものはまず神に供えてから使う
以上のように考えながら、カルマを行うことが必要です。

我々は一秒たりともカルマから離れて生きられません。
なぜなら我々の本性の源はプラクリティであり、それは三つのグナから構成されており、その中にはラジャスがあるからです。
そして一般の人の場合、三つのグナの中でサットワ、タマスに比較して、ラジャスが優勢です。

ですから、我々は何もせずに生きることはできません。簡単な例を挙げます。
2～3日ぶっつづけで徹夜の仕事をした後睡眠を取ったとして、どれぐらいの時間連続して眠れるでしょうか？　それほど長く連続して眠れません。

なぜなら我々の本性の中に、ラジャス的なものがあるからです。

疲れてはいても、そんなに長くは眠れません。
何もせずにじっとしていられるのは、二つの種類の人間に限られます。

ひとつはとても高い境地にある人、パラマハンサです。

これらの人々は、長い時間瞑想状態にいることができます。

2～3日サマーディの状態に入っていることも可能です。

もうひとつのタイプは、とても低いレベルの愚か者と呼ばれる人達です。
この二つのタイプ以外の一般的な人達は、何もせずにはいられません。
本性がラジャスなので、活動せずにはいられないのです。
シュリ・クリシュナの助言は、「あなたがもし仕事せずにはいられないなら、正しいやり方でそれを行ってください」ということです。

自分を肉体や心と同一視している限りは、ギャーナ・ヨーガではなくカルマ・ヨーガを実践したほうがいいのですが、自分の心の中にラジャス、欲望がいっぱいあるのにギャーナ・ヨーガを実践したがる人がいます。

ノイシカルマシッディ(Naishkarmyasiddhi)というアイデアがあります。

「仕事、働き(カルマ:Karma)を何もせず(Nai)に悟る」という考えです。

アートマンはいつも静かで平安ですが、その反対にカルマは絶えず落ち着きません。

ラーマクリシュナミッションの紋章は、蛇がその内側に波を抱えているデザインですが、この波はカルマのシンボルであり、落ち着かなさを表しています。
いつも静かなアートマン(ギャーナ)とカルマは正反対です。

アートマンを悟りたいならカルマはしないほうがいいというのが、ノイシカルマシッディの考え方です。

ギャーナ・ヨーガを好む人にとって、この「ギャーナ・ヨーガで悟るためにはカルマをしないほうがいい」という考えは、楽で好都合なアイデアです。第3章6節を見てください。
また、一方では行動の諸器官を抑制しながら、他方では心を感覚の対象に向けている者は、まことに愚かな偽善者と呼ばれよう。

心が欲望で満ちていながら、カルマをせずにギャーナ・ヨーガのみを実践しようとする人達への警鐘です。
バガヴァッド・ギーターの注釈者として有名な、スリダースワミ(Sridhar Swami)がこの節についての解説を書いています。

「話さず、動かず、手も使わないでいたとしても、心がどうしたら欲望を満たせるのかと考えているならば、神に集中することはできず、それは見せかけのギャーナ・ヨーガであり、自惚れに満ちた偽善者である」。
このような人はギャーナ・ヨーガではなく、カルマ・ヨーガを実践したほうがいいのです。
なぜなら自分の内にある欲望を強引に抑圧したとしても、かえって反動があるからです。

ではこれらの人達がカルマ・ヨーガを実践するにあたって、気をつけるべきこととは何でしょうか。第3章34節を見てください。
人は、感覚の対象に愛着と嫌悪感をもつが、そうした感情に支配されてはならぬ。なぜなら、この快不快の念は、真理体得への敵(障害)となるからだ。

感覚にとっては、好きなものと嫌いなものが存在します。

好きなものに出会えば喜び、嫌いなものに出会えば苦しみや悲しみが生じます。

たとえば食事では味覚に左右され、美味しいものには喜び、美味しくないものには不快の念が生じます。しかし常に美味しいものを食べられるとは限りません。
我々の理想は落ち着いた状態であるのに、その時々の食事によって、落ち着かなくなります。
我々の本性がカルマをせずに生きられないようになっていると説明しましたが、別の角度からの論点があります。第3章8節を見てください。

故に、君は定められた義務を成し遂げるがよい。仕事をせぬよりは、する方がはるかに善いのだ。第一、人は働かなければ自分の肉体を維持することさえできぬであろうが。
先に述べたそれが人間の本性であるということに加えて、毎日生活するためにカルマは必要だというのがもうひとつのポイントです。
なぜカルマが必要であるかについて、シュリ・クリシュナはいろいろ説明しているのです。

上記二つに加えて、カルマが必要なもうひとつ別の理由があります。
カルマをしなければ、我々の束縛はなくならないのです。

もちろんカルマをすることによって、新しい束縛を生み出す可能性もあります。

しかし、カルマをせずに束縛を断ち切ることもできないのです。

簡単な例を挙げます。ここに水の入ったペットボトルがあります。

私がキャップを閉めるというカルマをしたことによって、水をペットボトルに閉じ込めました。

これが束縛です。水をペットボトルの中に閉じ込めたのは、他でもない私自身です。

ではこの束縛を断ち切り、ボトルの中の水を開放して飲みたいと思うならどうすればいいのでしょうか？　何もせずにただじっと待っているだけでは、水を飲むことはできません。

私がキャップを開けるという新しいカルマを行うことによって束縛を断ち切り、水を飲むことができるのです。自分が作り出した束縛は、自分で断ち切らねばなりません。

カルマの正しい方法はカルマ・ヨーガです。

間違った方法のカルマで生じた束縛から、正しいやり方のカルマで解放され自由になります。

シュリ・クリシュナは正しいカルマのやり方(カルマ・ヨーガ)で悟った人の例を挙げています。

第3章20節を見てください。
ジャナカ王のような人達も、義務の遂行によって完成の域に達した。故に、世の人々に手本を示すため、君も自分の為すべき仕事を立派に行いなさい。

昔から非二元論者と二元論者との間で絶えず交わされてきた議論があります。
非二元論者はギャーナ・ヨーガの実践のみで悟ることができ、カルマ・ヨーガは必要ないと言います。
しかし実際はカルマ・ヨーガでも悟ることは可能であり、それはバガヴァッド・ギーターにも書かれています。

シュリ・クリシュナはアルジュナに対して、カルマ・ヨーガでも悟りが可能であることを保証するため、ジャナカ王を例に出しているのです。

ジャナカは王でありながら悟った人でした。ヒンドゥー教の聖典の中にジャナカ王の話はたくさん出てきます。
ジャナカ王はクシャトリアヤ(戦士)のカーストでしたが、一番高いブラーミン(僧侶)のカーストに属する人達の中にも、ジャナカ王の話を聞きに来る人がたくさんいました。

ジャナカ王はカルマ・ヨーガで悟ったひとつの例ですが、私自身もラーマクリシュナ僧団の中でそのような例を知っています。
ベナレスにボンババと呼ばれる僧侶がいました。

僧侶としての正式名は違う名前なのですが、出家前の名前がボンビハリなので、皆からは親しみを込めてボンババと呼ばれていました。私自身何度もボンババに会ったことがあります。

彼の日課はベナレスの病院で病人に包帯を巻くことでした。
病人の中には潰瘍が壊疽になり大変な悪臭を放つ人もいて、他の人はその病人に近寄ることすらできません。
今ならマスクがありますが、ボンババはマスクもせずに50年近く毎日穏やかな表情で、長時間この仕事に従事していました。
これは悟った人でなければできないことです。

決して長時間瞑想するわけでもなく、聖典を勉強するわけでもありませんでした。

ボンババにとって病人はただの病人ではなく、シュリ・ラ－マクリシュナが病人の形をとって表れていたのです。

出家僧でも年に何日かは休暇を求めることがあり、それは当然なことです。
病院は日曜を除く月曜日から土曜日まで週6日開いていましたが、ボンババは50年近くの間自分からは一日も休暇を申請したことがありませんでした。
何十年もの間、毎日同じ仕事を喜びに満ちた状態で行うのは、容易なことではありません。

ラーマクリシュナミッション本部の指示で日本に赴任するとき、それまでの大学での教職とは全く違う仕事に不安を感じた私は、ボンババに祝福を求めました。
ボンババは心配することはないと言って、私を祝福してくれました。
彼の表情はいつも喜びに満ちていて、その口からは無駄な言葉や、他人に対する批判を聞いたことがありませんでした。
我々一般人と比べて、彼はなんと特別な存在でしょうか。

たとえば主婦は毎日料理を作ることが時には苦痛になりますが、それは自然なことです。
ボンババは特別で、彼にとって病人への奉仕はシュリ・ラーマクリシュナへの奉仕なのです。

あるとき傷ついた猿がボンババのところにやって来て、その傷を彼に見せました。

ボンババは猿の気持ちを理解して、傷に包帯を巻いてあげました。
4～5日間その猿はボンババのところにやって来て包帯を巻いてもらい、傷は治りました。アッシジの聖フランチェスコには鳥たちが寄ってきたという物語がありますが、現代でもボンババのような実例があるのです。その人の内側にある愛は、動物にもわかります。

昔の聖典の記述だけではなく、現代でもカルマ・ヨーガで悟った人の例はあるのです。
シュリ・クリシュナの助言は、ギャーナ・ヨーガの実践の前にその準備としてカルマ・ヨーガを実践すべきだというものでした。

ではそのプロセスに従って悟った人は、その後どうするべきでしょうか？
もう悟って欲望もないのだから、別にカルマをしなくても構いません。

しかしシュリ・クリシュナの答えは、「悟った後自分の欲望を満たす必要がなくなり、カルマなしで生きていくことができても、カルマをしたほうがよい」です。

それが先程の第3章20節に書かれていることであり、悟った後でも他者の手本となるためにカルマは行うべきなのです。
シュリ・ラーマクリシュナは毎日ドッキネッショルのマザー・カーリー寺院に参拝していましたが、神の化身であるシュリ・ラーマクリシュナにとっては別にその必要はありません。

シュリ・ラーマクリシュナは参拝する理由を、「たとえ私自身のために必要がなくても、私が参拝しないと、他の人達も参拝しなくなってしまうから」と説明しました。

別の例を挙げるなら、シャンカラ・チャーリヤは常々「悟った人間のためにはカルマは不要である」と主張していましたが、本人は多くの聖典の注釈を書き、各地で他派の哲学者を論破してヴェーダーンタ哲学を確立し、伝統的な出家の宗派を創始し、インドの東西南北に僧院と寺院を建設するなど、多くのことを成し遂げましたが、これはまさにカルマではないでしょうか。
スワミ・ヴィヴェーカーナンダも悟った人でしたが、西洋に赴きヴェーダーンタ哲学を広め、インドに戻りラーマクリシュナミッションを設立するなど、多くの仕事をしました。
ラーマクリシュナ僧団の夕べの祈りの中で歌われる、スワミ・ヴィヴェーカーナンダが作詞したラーマクリシュナ讃歌があります。
その讃歌の中に、「カルマ・カトール」(Karma-Kathor)という言葉がありますが、それは「たくさん仕事をする」という意味です。
この言葉について、ある僧がラーマクリシュナの直弟子であるスワミ・シヴァーナンダに、「マハラジ、シュリ・ラーマクリシュナはそんなに多く仕事をしたようには思えないのですが、なぜスワミ・ヴィヴェーカーナンダはこのように表現したのですか？」と質問しました。
スワミ・シヴァーナンダは、「そうではありません。シュリ・ラーマクリシュナは朝から晩まで多くの訪問者に会い、多くの話をし、多くの助言を与えました。」と答えました。
これも仕事であり、簡単なことではありません。我々は3時間話すと、もう疲れてしまいます。

シュリ・ラーマクリシュナは来客にお下がりを与えたかと思えば、部屋の掃除も自分するというふうに、一秒も休むことはありませんでした。
睡眠時間は2時間から多くて2時間半、夜の間はほとんどサマーディに入っていました。

これが「カルマ・カトール」ですが、ではなぜ悟った人が仕事をするのでしょうか？

彼らは自分のためにカルマは必要ないのですが、他者のためにそれを行うのです。

シュリ・ラーマクリシュナによるたとえ話があります。

水甕の中の水がまだ少ないうちは、それに水を注ぐときに音がします。

甕の中の水が増えるに従い、水を注いだときの音は小さくなっていきます。
求道者が多くの議論をするとき、彼らは悟っておらず、自分の知識をひけらかしたいのです。

甕の中の水がいっぱいになると、もう水を注いでも音はしません。
では、再び水の音がするのはいつでしょうか？

それはいっぱいになった水を別の甕に移し替えるときです。

悟った人にはもうカルマはありませんが、他者を教え導くとき、新しいカルマが始まります。

ひとつ質問があります。「神は眠りますか？」。

ある人がこの質問をホーリーマザーにしたときのマザーの答えは、「いいえ、神様は宇宙の面倒を見るため、絶えず目覚めていらっしゃいます。」でした。
たとえばお母さんは赤ちゃんが眠っているとき、音などでその眠りが妨げられないよう、ずっと起きて見守っているように、すべての人が眠っているときでも、その眠りが安らであるよう、神は起きています。
神はこの宇宙というシステムがスムーズにはたらくよう、絶えず起きています。

ウパニシャッドの中に次のような表現があります。

「至高神を怖れ、神々(一般神、自然神)は彼らの為すべき仕事をする」。
絶対神は神々がちゃんと仕事をしているかどうか、絶えず監視しているのです。
第3章22，23，24節を見てください。
プリター妃の息子(アルジュナ)よ！　私には、三界においてしなければならぬ仕事など何もない。だが何の不足もなく、何も得る必要がないのに、それでもなお私は働いている。

なぜなら、もしも私が真剣に働かなかったら、人類も私に見習って、誰も働かなくなってしまうであろうからだ。プリター妃の息子(アルジュナ)よ！

私が働くことを止めたなら、三界はやがて消滅するだろうし、望ましくない不純な人口を増やし、人々を滅ぼす張本人となってしまうこととなる。
シュリ・クリシュナは自分を例に挙げて、カルマの必要性を説いています。
ここで二つの結論に至ります。まず第3章19節を見てください。
故に、仕事の結果に執着することなく、ただ己の為すべき義務としてそれを行いなさい。なぜなら、無執着の心で行動することによって、人は至高の境地に達しうるからだ。

次に第3章30節を見てください。

行動(仕事)のすべてを私に委ね、真の自我に心をしっかりと定め、いかなる欲望も所有意識も持たず、心乱されることなく、勇ましく戦いなさい！
アルジュナはまだ悟っておらず、ギャーナ・ヨーガではなくまずはカルマ・ヨーガを実践しなければなりませんが、ではどのような態度で実践すべきでしょうか。
30節のヤッデャートマ・チェータサー(yadhyatma-cetasa)の意味は、「私は神の道具である、召使である」という態度のことです。
ここで、普通の意味での召使をイメージしないで下さい。

理想的なのは、ラーマ神に対するハヌマーンのイメージです。

金銭、利己心、欲望など全く関係なく、ハヌマーンは自分の命、生活、人生をラーマ神を喜ばせるために捧げました。

ニラーシール(nirasir)は「何も希望しない」という意味、ニールマモー(nirmamo)は、「所有意識を持たず」と訳されていますが、「自分の肉体、友人、親戚、何に対しても私のという意識を持たない」という意味です。
ヴィガタ・ジュヴァラハ(vigata-jvarah)は「何の恐れも不安もなく」ということであり、以上述べてきたような態度でカルマを行いなさい、というのがクリシュナの助言です。
さてこの仕事に対する態度とは別に、我々は仕事の種類について混乱することがあります。
不道徳な仕事でさえなければ、仕事の種類が高いか低いかを心配する必要はありません。

正しい態度で取り組めば、どんな仕事を通してでも悟ることができます。

他の人の仕事は神聖なのに、自分の仕事は世俗的で低いレベルの仕事である、などと考えずに正しい態度で一生懸命仕事をしてください。

なぜこの点に言及するかと言えば、アルジュナも混乱していて、シュリ・クリシュナが教える心の浄化のため、自分本来のクシャトリヤ(戦士)としての仕事ではなく、ブラーミン(僧侶)としての仕事を始めるべきではないのか、と迷っているからです。
シュリ・クリシュナの助言は第3章35節にあります。
自分本来のものでない義務をうまくやるよりも、たとえ下手でも自分本来の義務をやったほうがいい。なぜなら、自分本来の義務を果たして死ぬほうが、それ以外の義務を恐る恐るやるよりはましだからだ』と。

本当に実践的な助言です。
たとえば協会に初めて来た女性に、私が彼女の名前と仕事を尋ねると、名乗った後恥ずかしそうに、「ただの主婦です」と答えることがあります。
主婦の仕事が他の仕事より劣っているような言い方をしますが、決してそうではありません。

主婦という仕事も立派な仕事ですし、どんな仕事でもカルマ・ヨーガとして行えば、悟ることができます。

悟るために主婦をやめて、僧侶やサラリーマンになる必要はありません。

自分の仕事を他の仕事と比べると、必要もない劣等感にとらわれることがあります。
仕事に貴賤はありません。自分の仕事に正しい態度で取り組んでください。

もちろん、より自分に適した職業に転職できるならそれは構いませんが、仕事を変えることがなかなか難しい場合もあります。

そのときは自分の仕事が劣った仕事であるとは考えないでください。

すべての仕事は神への祈りであり、世の中にはたくさんタイプの祈りがあり、そのうちのひとつがあなたの仕事なのです。
神はあなたがどんな種類の仕事をしているのか、全く気にしません。

正しいやり方で仕事をしているかどうかが問題なのです。
神は人の心の内側を見ています。

最後にひとつの面白い物語で今日の話をおしまいにします。

聖書の中にイエス自身によって弟子に授けられた、「主の祈り」(Lord’s Prayer)という祈祷文があります。

あるキリスト教徒の農夫が自分の庭で栽培した野菜を馬車に積み、毎朝早く町に売りに通っていました。
彼は紙に書いた「主の祈り」をいつも携帯し、毎日唱えていました。

ある日町に向かってかなり進んだところで、彼はその紙を家に忘れたことに気づきました。

今さら家に戻るわけにはいきませんが、毎日唱えてはいてもその祈りを暗記してはいませんでした。どうしたものかと思案していた彼は、ひとつの方法を思いつきました。
「主の祈り」はすべてアルファベットで書かれています。

そこで彼は神に次のようにお願いしました。

「神様、これから私はアルファベットをＡから順番にＺまで、Ａ、Ｂ、Ｃ、・・・と口に出してゆっくりと3回唱えます。ですから神様はそのアルファベットをアレンジして『主の祈り』に変えて、それを私からの祈りとしてお受け取りください」。

その晩、神と天使達がおしゃべりをしていました。

世界中でその日唱えられた無数の祈りについて、どの祈りが一番よかったのか話していました。

天使達はあれこれ言いましたが、神は一番よかった祈りとしてこの農夫の祈りを挙げました。

神は仕事の種類については全く気にせず、我々がどんな態度、考えで仕事をしているのかを見ているのです。
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